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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年11月5日(2012.11.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワーク内のセル再選択のための方法であって、
　無線通信サービスを第１のアクセスポイントから受けることと、
　第２のアクセスポイントの種別および信号強度を決定することであって、該第２のアク
セスポイントの種別は該第２のアクセスポイントが優先アクセスポイントの維持リストに
含まれるか否かを含み、
　該第２のアクセスポイントが前記リストに関連付けられていることを確認することと、
　該第１のアクセスポイントからセル再選択のために該第２のアクセスポイントをランク
付けする際に該第２のアクセスポイントの該信号強度に、該第２のアクセスポイントの種
別に少なくとも部分的に基づいて選択されるオフセットを適用することとを備える方法。
【請求項２】
　前記第１のアクセスポイントの種別に少なくとも部分的に基づいて前記第１のアクセス
ポイントの信号強度にヒステリシス値を適用することをさらに備える請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記第１のアクセスポイントの種別は、前記第１のアクセスポイントが優先アクセスポ
イントの維持リストに含まれるかどうかに関係する請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のアクセスポイント、前記第２のアクセスポイントまたは前のすでにアクセス
したことのあるアクセスポイントから前記ヒステリシス値を受信することをさらに備える
請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記オフセットによって修正された前記第２のアクセスポイントの前記信号強度が、前
記ヒステリシス値によって修正された前記第１のアクセスポイントの前記信号強度を超え
る場合に前記第２のアクセスポイントへのセル再選択を実行することをさらに備える請求
項２に記載の方法。
【請求項６】
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　前記セル再選択は、前記無線通信ネットワークに関してアイドル通信モードに入ってい
る間に実行される請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記オフセットによって修正された前記第２のアクセスポイントの前記信号強度が、前
記ヒステリシス値によって修正された前記第１のアクセスポイントの前記信号強度を超え
る場合に第３のアクセスポイントへのセル再選択を実行することをさらに備える請求項２
に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のアクセスポイントは、前記第２のアクセスポイントと異なる周波数帯にある
請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のアクセスポイント、前記第２のアクセスポイントまたは前のすでにアクセス
したことのあるアクセスポイントから前記オフセットを受信することをさらに備える請求
項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のアクセスポイントの前記決定された種別は、フェムトセルまたはマクロセル
を含む請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のアクセスポイントの前記決定された種別は、前記第２のアクセスポイントが
制限付きまたは非制限付き関連付けを実行するかどうかを含む請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のアクセスポイントの前記信号強度は、前記第１のアクセスポイントから離れ
るようにチューニングすることによって決定される請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　無線通信装置であって、
　　無線通信サービスを第１のアクセスポイントから受け、
　　該第１のアクセスポイントおよび第２のアクセスポイントのそれぞれに対する種別お
よび信号強度を受信し、該第２のアクセスポイントの種別は該第２のアクセスポイントが
優先アクセスポイントの維持リストに含まれるか否かを含み、
　該第２のアクセスポイントが前記リストに関連付けられていることを確認し、
　　該第１のアクセスポイントからセル再選択のために該第２のアクセスポイントをラン
ク付けする際に該第２のアクセスポイントの該信号強度に、該第２のアクセスポイントの
種別に少なくとも部分的に基づいて適用されるオフセットを適用し、
　　該第１のアクセスポイントから再選択のために該第２のアクセスポイントをランク付
けする際に該第１のアクセスポイントの該信号強度に、該第１のアクセスポイントの種別
に少なくとも部分的に基づいて選択されるヒステリシスを適用する
ように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
　該少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える無線通信装置。
【請求項１４】
　１つまたは複数のアクセスポイントへのセル再選択を実行することを容易にする無線通
信装置であって、
　サービスを第１のアクセスポイントから受けるための手段と、
　第２のアクセスポイントの種別および信号強度を決定するための手段であって該第２の
アクセスポイントの種別は該第２のアクセスポイントが優先アクセスポイントの維持リス
トに含まれるか否かを含み、
　該第２のアクセスポイントが前記リストに関連付けられていることを確認するための手
段と、
　該第１のアクセスポイントから再選択のために該第２のアクセスポイントをランク付け
する際に該第２のアクセスポイントの該信号強度に、該第２のアクセスポイントの種別に
少なくとも部分的に基づいて選択されるオフセットを適用するための手段とを備える無線
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通信装置。
【請求項１５】
　第１のアクセスポイントから無線通信サービスを少なくとも１つのコンピュータに受け
させるためのコードと、
　第２のアクセスポイントの種別および信号強度を該少なくとも１つのコンピュータに決
定されるためのコードであって、該第２のアクセスポイントの種別は該第２のアクセスポ
イントが優先アクセスポイントの維持リストに含まれるか否かを含み、
　該第２のアクセスポイントが前記リストに関連付けられていることを該少なくとも１つ
のコンピュータに確認させるためのコードと、
　該第１のアクセスポイントからセル再選択のために該第２のアクセスポイントをランク
付けする際に該第２のアクセスポイントの該信号強度に、該第２のアクセスポイントの種
別に少なくとも部分的に基づいて選択されるオフセットを適用することを該少なくとも１
つのコンピュータに行わせるためのコードとを備える、コンピュータ可読媒体。
【請求項１６】
　装置であって、
　１つまたは複数の周囲アクセスポイントの信号強度を測定するセクタパラメータ測定器
と、
　該１つまたは複数の周囲アクセスポイントの該信号強度に、その種別に少なくとも部分
的に基づいてオフセットを適用するアクセスポイントオフセット指定器と、
　優先アクセスポイントまたは関係するアクセスポイントグループの維持リスト内に、前
記１つまたは複数の周囲アクセスポイントが存在することに少なくとも部分的に基づいて
、前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントの種別を決定し、前記１つまたは複数の周
囲アクセスポイントが前記リストに関連付けられていることを確認するアクセスリスト制
御器と、
　現在のアクセスポイントに関して該オフセット適用信号強度のランク付けに少なくとも
部分的に基づいて該１つまたは複数の周囲アクセスポイントとの通信を確立するセル再選
択器とを備える装置。
【請求項１７】
　前記現在のアクセスポイントの種別に少なくとも部分的に基づいて前記現在のアクセス
ポイントの信号強度にヒステリシス値を適用するアクセスポイントヒステリシス指定器を
さらに備える請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記現在のアクセスポイントの種別は、前記現在のアクセスポイントが優先アクセスポ
イントまたは関係するアクセスポイントのグループの維持リストに含まれるか否かを含む
請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記アクセスポイントヒステリシス指定器は、前記現在のアクセスポイント、前記１つ
または複数の周囲アクセスポイントまたは前のすでにアクセスしたことのあるアクセスポ
イントから前記ヒステリシス値を受信する請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記アクセスポイントオフセット指定器は、前記現在のアクセスポイント、前記１つま
たは複数の周囲アクセスポイントまたは前のすでにアクセスしたことのあるアクセスポイ
ントから前記オフセットを受信する請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記セル再選択器は、前記現在のアクセスポイントに関してアイドル通信モードに入っ
ている間に前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントとの通信を確立する請求項１６に
記載の装置。
【請求項２２】
　前記セル再選択器は、前記通信確立が、前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントに
よって拒否された場合に異なるアクセスポイントとの通信を確立する請求項１６に記載の
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装置。
【請求項２３】
　前記異なるアクセスポイントは、前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントと異なる
周波数帯にある請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントの種別は、フェムトセルまたはマクロセル
を含む請求項１６に記載の装置。
【請求項２５】
　前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントの種別は、前記１つまたは複数の周囲アク
セスポイントが制限付きまたは非制限付き関連付けを有するかどうかを含む請求項１６に
記載の装置。
【請求項２６】
　前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントの信号強度は、前記現在のアクセスポイン
トから離れるようにチューニングすることによって決定される請求項１６に記載の装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　関連する態様によれば、無線通信ネットワーク内でのセル再選択のための方法が提供さ
れる。この方法は、第１のアクセスポイントから無線通信サービスを受け取ることと、第
２のアクセスポイントの種別および信号強度を判定することを含むことができる。この方
法は、第１のアクセスポイントからセル再選択のために第２のアクセスポイントをランク
付けする際に第２のアクセスポイントの信号強度にオフセットを適用することをさらに含
むことができ、このオフセットは、第２のアクセスポイントの種別に少なくとも部分的に
基づいて選択される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　他の態様は、無線通信装置に関係する。無線通信装置は、第１のアクセスポイントから
無線通信サービスを受け取り、第１のアクセスポイントおよび第２のアクセスポイントの
それぞれの種別および信号強度を受信するように構成された少なくとも１つのプロセッサ
を備えることができる。プロセッサは、第１のアクセスポイントからセル再選択のために
第２のアクセスポイントをランク付けする際に第２のアクセスポイントの信号強度にオフ
セットを適用するようにさらに構成され、このオフセットは、第２のアクセスポイントの
種別に少なくとも部分的に基づいて適用される。さらに、プロセッサは、第１のアクセス
ポイントからセル再選択のために第２のアクセスポイントをランク付けする際に第１のア
クセスポイントの信号強度にヒステリシスを適用するようにさらに構成され、このヒステ
リシスは、第１のアクセスポイントの種別に少なくとも部分的に基づいて選択される。無
線通信装置は、少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリも備える。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
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　さらに他の態様は、１つまたは複数のアクセスポイントへのセル再選択を実行すること
を容易にする無線通信装置に関係する。無線通信装置は、第１のアクセスポイントからサ
ービスを受け取るための手段と、第２のアクセスポイントの種別および信号強度を判定す
るための手段を備えることができる。無線通信装置は、それに加えて、第１のアクセスポ
イントからセル再選択のために第２のアクセスポイントをランク付けする際に第２のアク
セスポイントの信号強度にオフセットを適用するための手段を備えることができ、このオ
フセットは、第２のアクセスポイントの種別に少なくとも部分的に基づいて選択される。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　さらに他の態様は、第１のアクセスポイントから無線通信サービスを少なくとも１つの
コンピュータに受信させるためのコードを含むコンピュータ可読媒体を有することができ
る、コンピュータプログラム製品に関する。コンピュータ可読媒体は、第２のアクセスポ
イントの種別および信号強度を少なくとも１つのコンピュータに判定させるためのコード
を備えることもできる。さらに、コンピュータ可読媒体は、第１のアクセスポイントから
セル再選択のために第２のアクセスポイントをランク付けする際に第２のアクセスポイン
トの信号強度にオフセットを適用することを少なくとも１つのコンピュータに行わせるた
めのコードを備えることができ、このオフセットは、第２のアクセスポイントの種別に少
なくとも部分的に基づいて選択される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
　さらに、追加の一態様は、装置に関係する。装置は、１つまたは複数の周囲アクセスポ
イントの信号強度を測定するセクタパラメータ測定器および１つまたは複数の周囲アクセ
スポイントの信号強度にその種別に少なくとも部分的に基づいてオフセットを適用するア
クセスポイントオフセット指定器を備えることができる。装置は、現在のアクセスポイン
トに関してオフセット適用信号強度のランク付けに少なくとも部分的に基づいて１つまた
は複数の周囲アクセスポイントとの通信を確立するセル再選択器をさらに備えることがで
きる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　一例では、モバイルデバイス１１６および／または１２６は、アクセスポイント（１つ
または複数）に関係するブロードキャスト信号内の１つまたは複数のインジケータに少な
くとも部分的に基づいて１つまたは複数の利用可能なアクセスポイントを識別することが
できる。１つまたは複数のインジケータを受信した後、モバイルデバイス１１６および／
または１２６は、アクセスポイント（１つまたは複数）がリスト内にあること、または関
係するグループ識別子がリスト内にあることを確認してから、セル再選択を試みることが
できる。他の例では、モバイルデバイス１１６および／または１２６は、ランク付けのた
めにパラメータを測定する前にそのリストとアクセスポイントとの関連付けを検証するこ
とができる。
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【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
式、Ｑｍｅａｓ，ｎ－Ｑｏｆｆｓｅｔ，ｎ（ｅＮＢ）＞Ｑｍｅａｓ，ＨｅＮＢ＋Ｑｈｙｓ

ｔ（ＨｅＮＢ）またはＱｍｅａｓ，ｎ＞Ｑｍｅａｓ，ＨｅＮＢ＋Ｑｈｙｓｔ（ＨｅＮＢ）
＋Ｑｏｆｆｓｅｔ，ｎであり、ここで、Ｑｍｅａｓ，ｎは、周囲非優先アクセスポイント
の測定結果（説明されているように信号強度および／または１つまたは複数の追加パラメ
ータなど）であり、Ｑｏｆｆｓｅｔ，ｎ（ｅＮＢ）は、非優先アクセスポイントに関係す
るオフセットであり、Ｑｍｅａｓ，ＨｅＮＢは、通信装置３００が現在接続されている現
在の優先アクセスポイントの測定結果であり、これは非優先アクセスポイントとともに使
用される同じ測定パラメータであってもよく、Ｑｈｙｓｔ（ＨｅＮＢ）は、現在のアクセ
スポイントに関係するヒステリシス値である。一例では、説明されているように、セクタ
パラメータ測定器３０２は、Ｑｍｅａｓ，ｎおよびＱｍｅａｓ，ＨｅＮＢを測定すること
ができる。さらに、優先アクセスポイントヒステリシス指定器３０６は、現在接続されて
いるアクセスポイントが優先アクセスポイントであるかそうでないかに基づいてヒステリ
シス値Ｑｈｙｓｔ（ＨｅＮＢ）を選択して、供給することができる。したがって、ヒステ
リシス値は、現在のアクセスポイントの種別に少なくとも部分的に基づいて変化しうる。
この点で、通信装置３００は、異なるヒステリシス値を使用して、優先アクセスポイント
にキャンプオンした状態を維持し、および／または長時間にわたって、および／または拡
大サービスエリアにわたって通信状態を維持することができる。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　無線デバイス４０２は、セル再選択または初期通信プロセスの一部としてセクタに関係
する１つまたは複数の通信パラメータを測定することができるセクタパラメータ測定器４
０８、再選択に関して優先アクセスポイントの望ましさを高めるために現在接続されてい
る非優先アクセスポイントに関係する測定結果に影響を及ぼすために使用できるオフセッ
トを決定することができるアクセスポイントオフセット指定器４１０、再選択に関して異
なるアクセスポイントを考慮するときにその望ましさを高めるために優先アクセスポイン
トの測定結果にプラスの影響を及ぼすために優先アクセスポイントと接続されたときに使
用されうるヒステリシス値を決定するアクセスポイントヒステリシス指定器４１２、アク
セス可能なアクセスポイントおよび／またはアクセスポイントのグループのリストを維持
するアクセスリスト制御器、ならびに測定結果および適用されるオフセットに少なくとも
部分的に基づいて再選択を実行することができるセル再選択器４１６を備える。維持され
るリストは、それに加えて、例えば、アクセスポイントがフェムトセルであるか、マクロ
セルであるか、制限付き関連付け（説明されているように、サービス、信号伝達、データ
アクセス、登録、サービス、および／または同様のものに関して）であるか、非制限付き
関連付けであるか、ＣＳＧであるか、および／または同様のものであるかを示すことがで
きるアクセスポイントの種別を備えることができる。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００５１】
　図６を参照すると、セル再選択においてアクセスポイントのランク付けを容易にする方
法６００が、示されている。６０２で、サービスを、第１のアクセスポイントから受ける
。このサービスは、例えば、ネットワーク上の通信を容易にするためにアクセスポイント
によって提供される無線ネットワークアクセスに関連付けることができる。６０４で、第
２のアクセスポイントの種別および信号強度が決定されうる。これは、例えば、再選択の
ために周囲アクセスポイントを測定することができるセル再選択プロシージャの一部とし
て実行されうる。それに加えて、種別は、説明されているように、優先アクセスポイント
および／または制限付きアクセスポイントの維持されているリスト内のアクセスポイント
存在に少なくとも部分的に基づいて決定されうる。６０６で、その種別に基づいて第２の
アクセスポイントの信号強度にオフセットを適用することができる。オフセットは、例え
ば、セル再選択のために測定および／またはランク付けのときに適用することができる。
オフセットは、説明されているように、第２のアクセスポイントの種別に基づいてプラス
および／またはマイナスとすることができる。したがって、第２のアクセスポイントが、
優先される場合、例えば、オフセットは、プラスであり、これにより、より良い信号品質
を持つ可能性のある他のアクセスポイントよりもそのアクセスポイントが優先されうる（
例えば、その優先アクセスポイントは、より望ましい他の態様を持つ可能性があるため）
。６０８で、第２のアクセスポイントは、オフセット適用信号強度に基づいて再選択ため
にランク付けされうる。したがって、アクセスポイントは、上の実施例のように、低い信
号強度を有している可能性があるけれども、強い信号を持つものに優先して、そのアクセ
スポイントに対し再選択が実行され、そのアクセスポイントに関係する他の望ましい態様
を利用することができる。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　プロセッサ８０６および／または受信機８０２は、セル再選択時にさまざまな周囲セク
タおよび／または関係するアクセスポイントのパラメータを受信し測定することができる
セクタパラメータ測定器７１０に動作可能なようにさらに結合されうる。例えば、１つの
セルに関係するアクセスポイントは、現在のアクセスポイントまたは関係するセルと比較
して、優れている通信パラメータ（例えば、信号強度、提供されるサービス、課金方式、
および／または同様のもの）に少なくとも部分的に基づいて選択できる。それに加えて、
プロセッサ８０６は、測定されたパラメータにオフセットおよび／またはヒステリシス値
を決定して適用し、再選択のためいくつかのアクセスポイントにプラスまたはマイナス影
響を及ぼすことができるオフセット／ヒステリシス指定器８１２に動作可能なように結合
することができる。一例では、オフセット／ヒステリシス指定器８１２は、測定されたア
クセスポイントにプラスのオフセットを適用して、関係するパラメータを、その後の再選
択に対してより望ましいものにする（したがって、そのアクセスポイントに対するサービ
スエリアを広げる）ことができる。他の例では、オフセット／ヒステリシス指定器８１２
は、測定されたアクセスポイントにマイナスのオフセットを適用して、関係するパラメー
タを、再選択に対してあまり望ましくないものにすることができる。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　図１０を参照すると、無線ネットワーク内のセル再選択に関係するオフセット値を適用
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するシステム１０００が、示されている。例えば、システム１０００は、基地局、フェム
トセル、モバイルデバイスなどの中に配置されうる。図示されているように、システム１
０００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはこれらの組合せ（例えば、ファームウェア
）によって実装される機能を表すことができる機能ブロックを備える。システム１０００
は、連携動作する電気コンポーネントの論理グループ１００２を含む。論理グループ１０
０２は、アクセスポイントからサービスを受けるための手段１００４を備えることができ
る。例えば、サービスは、説明されているように、無線ネットワーク内のさまざまなデバ
イスとの通信に関係しうる。さらに、論理グループ１００２は、第２のアクセスポイント
の種別および信号強度を判定するための手段１００６を備えることができる。これは、説
明されているように、セル再選択プロセスの一部とすることができ、周囲セクタおよび／
または関係するアクセスポイントを評価して、セル再選択を行うことでネットワークアク
セスが改善されるかどうかを判定する。さらに、論理グループ１００２は、第１のアクセ
スポイントから再選択のために第２のアクセスポイントの信号強度にオフセットを適用す
るための手段１００８を備えることができ、このオフセットは、第２のアクセスポイント
の種別に少なくとも部分的に基づいて選択される。説明されているように、このオフセッ
トは、例えば、アクセスポイントが優先アクセスポイントであり、および／または制限付
き関連付けである場合に第２のアクセスポイントにとって有利な場合がある。したがって
、オフセットを適用することは、測定結果にプラスの影響を及ぼし、第２のアクセスポイ
ントのカバレッジを拡大することができる。他の例では、アクセスポイントが、例えば、
優先アクセスポイントでない場合も、同様に、マイナスのオフセットを適用して第２のア
クセスポイントへのセル再選択を緩和することができる。それに加えて、システム１００
０は、電気コンポーネント１００４、１００６、および１００８に関連付けられている機
能を実行するための命令を保持するメモリ１０１０を備えることができる。電気コンポー
ネント１００４、１００６、および１００８は、メモリ１０１０の外部にあるものとして
示されているが、メモリ１０１０内に存在していてもよいことは理解されるであろう。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７７】
　１つまたは複数の態様において、説明されている関数は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、またはこれらの組合せで実装することができる。ソフトウェアで実装
された場合、これらの関数は、コンピュータ可読媒体上で１つまたは複数の命令もしくは
コードとして格納または伝送されうる。コンピュータ可読媒体は、一方の場所から他方の
場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする媒体を含むコンピュータ記憶媒体と
通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスできる利用可能な媒
体とすることができる。例えば、限定はしないが、このようなコンピュータ可読媒体は、
ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスク記憶装置、磁気デ
ィスク記憶装置、または他の磁気記憶デバイス、または命令またはデータ構造体の形態で
所望のプログラムコードを搬送または格納するために使用することができ、またコンピュ
ータによってアクセスできる他の媒体を備えることができる。また、任意の接続を、コン
ピュータ可読媒体と呼んで差し支えない。例えば、ソフトウェアが同軸ケーブル、光ファ
イバケーブル、ツイストペア線、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、ラジオ
、およびマイクロ波などの無線テクノロジを使用してウェブサイト、サーバー、または他
のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペ
ア線、ＤＳＬ、または赤外線、ラジオ、およびマイクロ波などの無線テクノロジは、媒体
の定義に含まれる。本明細書で使用されているような、「Ｄｉｓｋ」と「Ｄｉｓｃ」（両
方とも日本語ではディスク）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録
商標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピディスク、およびブ
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ルーレイディスクを含み、「Ｄｉｓｋ」は通常磁気的にデータを再現し、「Ｄｉｓｃ」は
通常レーザーを使って光学的にデータを再現する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒
体の範囲に収まらなければならない。
　以下、本願の出願当初明細書に記載された発明を付記する。
［１］
　無線通信ネットワーク内のセル再選択のための方法であって、
　無線通信サービスを第１のアクセスポイントから受けることと、
　第２のアクセスポイントの種別および信号強度を決定することと、
　該第１のアクセスポイントからセル再選択のために該第２のアクセスポイントをランク
付けする際に該第２のアクセスポイントの該信号強度に、該第２のアクセスポイントの種
別に少なくとも部分的に基づいて選択されるオフセットを適用することとを備える方法。
［２］
　前記第２のアクセスポイントの種別は、前記第２のアクセスポイントが優先アクセスポ
イントの維持されているリストに含まれるかどうかに関係する請求項１に記載の方法。［
３］
　前記第２のアクセスポイントは、優先アクセスポイントの前記維持されているリストに
含まれ、前記オフセットは、正数である請求項２に記載の方法。
［４］
　前記第１のアクセスポイントの種別に少なくとも部分的に基づいて前記第１のアクセス
ポイントの信号強度にヒステリシス値を適用することをさらに備える請求項１に記載の方
法。
［５］
　前記第１のアクセスポイントの種別は、前記第１のアクセスポイントが優先アクセスポ
イントの維持されているリストに含まれるかどうかに関係する請求項４に記載の方法。［
６］
　前記第１のアクセスポイント、前記第２のアクセスポイント、および／または前のすで
にアクセスしたことのあるアクセスポイントから前記ヒステリシス値を受信することをさ
らに備える請求項４に記載の方法。
［７］
　前記オフセットによって修正された前記第２のアクセスポイントの前記信号強度が、前
記ヒステリシス値によって修正された前記第１のアクセスポイントの前記信号強度を超え
る場合に前記第２のアクセスポイントへのセル再選択を実行することをさらに備える請求
項４に記載の方法。
［８］
　前記セル再選択は、前記無線通信ネットワークに関してアイドル通信モードに入ってい
る間に実行される請求項７に記載の方法。
［９］
　前記オフセットによって修正された前記第２のアクセスポイントの前記信号強度が、前
記ヒステリシス値によって修正された前記第１のアクセスポイントの前記信号強度を超え
る場合に第３のアクセスポイントへのセル再選択を実行することをさらに備える請求項４
に記載の方法。
［１０］
　前記第１のアクセスポイントは、前記第２のアクセスポイントと異なる周波数帯にある
請求項９に記載の方法。
［１１］
　前記第１のアクセスポイント、前記第２のアクセスポイント、および／または前のすで
にアクセスしたことのあるアクセスポイントから前記オフセットを受信することをさらに
備える請求項１に記載の方法。
［１２］
　前記第２のアクセスポイントの前記決定された種別は、フェムトセルまたはマクロセル
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を含む請求項１に記載の方法。
［１３］
　前記第２のアクセスポイントの前記決定された種別は、前記第２のアクセスポイントが
制限付きまたは非制限付き関連付けを実行するかどうかを含む請求項１に記載の方法。［
１４］
　前記第２のアクセスポイントの前記信号強度は、前記第１のアクセスポイントから離れ
るようにチューニングすることによって決定される請求項１に記載の方法。
［１５］
　無線通信装置であって、
　　無線通信サービスを第１のアクセスポイントから受け、
　　該第１のアクセスおよび第２のアクセスポイントのそれぞれに対する種別および信号
強度を受信し、
　　該第１のアクセスポイントからセル再選択のために該第２のアクセスポイントをラン
ク付けする際に該第２のアクセスポイントの該信号強度に、該第２のアクセスポイントの
種別に少なくとも部分的に基づいて適用されるオフセットを適用し、
　　該第１のアクセスポイントから再選択のために該第２のアクセスポイントをランク付
けする際に該第１のアクセスポイントの該信号強度に、該第１のアクセスポイントの種別
に少なくとも部分的に基づいて選択されるヒステリシスを適用するように構成された
　少なくとも１つのプロセッサと、
　該少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備える無線通信装置。
［１６］
　１つまたは複数のアクセスポイントへのセル再選択を実行することを容易にする無線通
信装置であって、
　サービスを第１のアクセスポイントから受けるための手段と、
　第２のアクセスポイントの種別および信号強度を決定するための手段と、
　該第１のアクセスポイントから再選択のために該第２のアクセスポイントをランク付け
する際に該第２のアクセスポイントの該信号強度に、該第２のアクセスポイントの種別に
少なくとも部分的に基づいて選択されるオフセットを適用するための手段とを備える無線
通信装置。
［１７］
　コンピュータプログラム製品であって、
　　第１のアクセスポイントから無線通信サービスを少なくとも１つのコンピュータに受
けさせるためのコードと、
　　第２のアクセスポイントの種別および信号強度を該少なくとも１つのコンピュータに
決定されるためのコードと、
　　該第１のアクセスポイントからセル再選択のために該第２のアクセスポイントをラン
ク付けする際に該第２のアクセスポイントの該信号強度に、該第２のアクセスポイントの
種別に少なくとも部分的に基づいて選択されるオフセットを適用することを該少なくとも
１つのコンピュータに行わせるためのコードとを備える
　コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製品。
［１８］
　装置であって、
　１つまたは複数の周囲アクセスポイントの信号強度を測定するセクタパラメータ測定器
と、
　該１つまたは複数の周囲アクセスポイントの該信号強度に、その種別に少なくとも部分
的に基づいてオフセットを適用するアクセスポイントオフセット指定器と、
　現在のアクセスポイントに関して該オフセット適用信号強度のランク付けに少なくとも
部分的に基づいて該１つまたは複数の周囲アクセスポイントとの通信を確立するセル再選
択器とを備える装置。
［１９］
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　優先アクセスポイントおよび／または関係するグループの維持されているリスト内の前
記１つまたは複数の周囲アクセスポイントの存在に少なくとも部分的に基づいて前記１つ
または複数の周囲アクセスポイントの種別を決定するアクセスリスト制御器をさらに備え
る請求項１８に記載の装置。
［２０］
　前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントは、優先アクセスポイントの前記維持され
ているリストに含まれ、前記オフセットは、正数である請求項１９に記載の装置。
［２１］
　前記現在のアクセスポイントの種別に少なくとも部分的に基づいて前記現在のアクセス
ポイントの信号強度にヒステリシス値を適用するアクセスポイントヒステリシス指定器を
さらに備える請求項１８に記載の装置。
［２２］
　前記現在のアクセスポイントの種別は、前記現在のアクセスポイントが優先アクセスポ
イントおよび／または関係するグループの維持されているリストに含まれるかどうかに関
係する請求項２１に記載の装置。
［２３］
　前記アクセスポイントヒステリシス指定器は、前記現在のアクセスポイント、前記１つ
または複数の周囲アクセスポイント、および／または前のすでにアクセスしたことのある
アクセスポイントから前記ヒステリシス値を受信する請求項２１に記載の装置。
［２４］
　前記アクセスポイントオフセット指定器は、前記現在のアクセスポイント、前記１つま
たは複数の周囲アクセスポイント、および／または前のすでにアクセスしたことのあるア
クセスポイントから前記オフセットを受信する請求項１８に記載の装置。
［２５］
　前記セル再選択器は、前記現在のアクセスポイントに関してアイドル通信モードに入っ
ている間に前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントとの通信を確立する請求項１８に
記載の装置。
［２６］
　前記セル再選択器は、前記通信確立が、前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントに
よって拒否された場合に異なるアクセスポイントとの通信を確立する請求項１８に記載の
装置。
［２７］
　前記異なるアクセスポイントは、前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントと異なる
周波数帯にある請求項２６に記載の装置。
［２８］
　前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントの種別は、フェムトセルまたはマクロセル
を含む請求項１８に記載の装置。
［２９］
　前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントの種別は、前記１つまたは複数の周囲アク
セスポイントが制限付きまたは非制限付き関連付けを有するかどうかを含む請求項１８に
記載の装置。
［３０］
　前記１つまたは複数の周囲アクセスポイントの信号強度は、前記現在のアクセスポイン
トから離れるようにチューニングすることによって決定される請求項１８に記載の装置。
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